
個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実について



「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント

資質・能⼒を育成するための単元（題材）を構想する
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協働的な
学び

一体的な
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□ 単元（題材）で育成する資質・能力を明確にしていますか。
□ 児童生徒の深い学びを促し、教科の本質に迫る「単元を貫く問い」などを設定して
いますか。
□ 児童生徒の思考の流れを想定した単元（題材）を構成していますか。
□ 多様な個性・特性を有する児童生徒が存在することを前提として、授業において
起こりうるつまずきとそれに対する支援を想定していますか。

□ 児童生徒一人一人の興味・関心や能力・特性等を把握していますか。
□ 授業において、展開や振り返りの場面で、児童生徒一人一人の学習進度や
学習到達度、つまずき等を把握していますか。（形成的評価）
□ 単元（題材）の終わりに、児童生徒一人一人が単元（題材）で育成する資質・能力を
身に付けることができたか把握していますか。（総括的評価）

□ 児童生徒が興味・関心や能力・特性等に応じて自ら教材・学習方法・ペース等を選択
できる学習環境を整えていますか。
□ 個別最適な学びの中で孤立した学びに陥らないよう、また、協働的な学びの中で
個が埋没しないよう、児童生徒一人一人に適切な指導や関わりを行っていますか。

個への支援

個の見取り

深い教材研究

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント



【研究主題】
主体的に自己を発揮しながら学びを深める児童の育成
～「やりたい！！」があふれる授業づくりを通して～

熊野町立熊野第三小学校の取組



PBS（ポジティブ行動支援）

スマイルハッピーツリーの取組

子供のポジティブな行動を ポジティブな方法で育てよう ！

熊野町立熊野第三小学校の取組



PBS（ポジティブ行動支援）

スマイルハッピー目標の取組

子供のポジティブな行動を ポジティブな方法で育てよう ！

熊野町立熊野第三小学校の取組



PBS（ポジティブ行動支援）

熊野町立熊野第三小学校の取組



熊野町立熊野第三小学校の取組

PBS（ポジティブ行動支援）

深い
教材研究



既習事項等のインプット

本時の流れを具体的に示し児童と共有

熊野町立熊野第三小学校の取組 深い
教材研究

個への
支援



熊野町立熊野第三小学校の取組

児童実態を捉え、多様な選択肢を用意する

考える対象の選択肢

深い
教材研究
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見取り

学習環境の工夫

本文の記載があるもの

学習カードの選択肢

本文の記載がないもの



熊野町立熊野第三小学校の取組 個への
支援

どの語や文に着目したらよいのかをヒントをもとに考える

学習環境の工夫 ヒントコーナーの活用



熊野町立熊野第三小学校の取組

学習環境の工夫 多様な選択肢を用意する
学習コーナー②「やってみようコーナー」学習コーナー①「考えようコーナー」

挿絵
挿絵

挿絵 教科書の挿絵に合わせて
ペープサートを動かす

深い
教材研究

個への
支援



選択肢を生かしたアウトプット

他者参照しながら、協働的に学びを深める児童の姿

熊野町立熊野第三小学校の取組

黒板を活用し、それぞれが考えたことをアウトプット

みんなどんな
ことを書いた
のかな？

個への
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個の
見取り



肯定的なフィードバック

友達と考えを共有することで、
同じ考えや違う考えを評価し合う児童の姿

熊野町立熊野第三小学校の取組

同じポイントを
選んでいるね

でも、理由がちがうよ！
ぼくは、空を飛べるのが
すごいと思うけど、

Aくんは、あぶないのをよ
けるのがすごいにしてる

個への
支援

個の
見取り



熊野町立熊野第三小学校の取組 個の
見取り

友達と考えを共有したことのよさを実感！

学びの振り返り



教
科
書

他者参照により友達の意見を知り、
考えを深めている児童

再び自分の考えを見直している児童

登場人物の行動を具体的に想像するために
教科書から着目するところを
見つけようとしている児童

学習コーナーを活用して
考える児童

学習コ－ナー等を
活用して自分の
考えをもつ

学習コ－ナー等を
活用して自分の
考えをもつ

友達の意見を参考に
再度、自分の考えを

深める

友達の意見を参考に
再度、自分の考えを

深める

何を書いたら
いいんだろう…。

学習コーナーで
確かめてこよう！

なるほど！
どんな乗り物に乗っているかを
見つけたらいいんだな。

みんなは、どんなところに
着目して書いているのだろう…。

みんなの考えを知ったから、
少し書き直してみよう！
まずは、絵から加えよう。

教師は、児童の学習状況を適切に見取り、支援する

教師の役割

熊野町立熊野第三小学校の取組 深い
教材研究

個への
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個の
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挿絵



「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント

資質・能⼒を育成するための単元（題材）を構想する

個別最適な学び個別最適な学び 協働的な学び協働的な学び

一体的な
充実

一体的な
充実



□ 単元（題材）で育成する資質・能力を明確にしていますか。
□ 児童生徒の深い学びを促し、教科の本質に迫る「単元を貫く問い」などを設定して
いますか。
□ 児童生徒の思考の流れを想定した単元（題材）を構成していますか。
□ 多様な個性・特性を有する児童生徒が存在することを前提として、授業において
起こりうるつまずきとそれに対する支援を想定していますか。

□ 児童生徒一人一人の興味・関心や能力・特性等を把握していますか。
□ 授業において、展開や振り返りの場面で、児童生徒一人一人の学習進度や
学習到達度、つまずき等を把握していますか。（形成的評価）
□ 単元（題材）の終わりに、児童生徒一人一人が単元（題材）で育成する資質・能力を
身に付けることができたか把握していますか。（総括的評価）

□ 児童生徒が興味・関心や能力・特性等に応じて自ら教材・学習方法・ペース等を選択
できる学習環境を整えていますか。
□ 個別最適な学びの中で孤立した学びに陥らないよう、また、協働的な学びの中で
個が埋没しないよう、児童生徒一人一人に適切な指導や関わりを行っていますか。

個への支援

個の見取り

深い教材研究

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント


